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Heart rate variability during school activity in a child with Down’s syndrome 
芝垣正光・浜田克志＊・平井一正
SHIBAGAKI Masamitsu, HAMADA Katsushi＊, HIRAI Kazumasa 
＊ 富山大学人間発達科学部 The Faculty of Human Development, University of Toyama 
Abstract: A child with Down’s syndrome was studied by heart rate variability during school activity. The study was 
done with an aim at examining. The heart rate was measured in 1 sec method throughout the school activity. The results 
may be summarized as follows. The heart rate variability in the child with Down’s syndrome was lower in the school 
activity compared with that of a mentally retarded child. However, the highest heart rate was observed in the case 
during the excise. It was suggested that the child with Down’s syndrome was affected to the body by the excise. 
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対象児は A の 1 名である。また対照児は、対象児
と同じ年齢の知的障害児 B の 1 名である。
対象児 A は、T 大学人間発達科学部附属特別支援
学校中学部 1 年生（Intelligence quotient: IQ=29）
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対照児 B は、T 大学人間発達科学部附属特別支援











































月 13 日、7 月 8 日及び 7 月 15 日の「朝の会まで」
における平均心拍数、心拍数の標準偏差及び 3 日間
の平均を表 1(1)に示した。 6 月 24 日の「学部生活(宿
泊学習の事前学習)」、7 月 8 日の「学部生活(宿泊学
習の事後学習)」、7 月 15 日の「学部生活(夏休みにつ
いての事前学習)」における平均心拍数、心拍数の標









月 13 日、7 月 8 日及び 7 月 15 日の「朝の会まで」
における心拍数の最大値、最小値及びその差の平均
を表 2(1)に示した。 6 月 24 日の「学部生活 2(宿泊
学習の事前学習)」、7 月 8 日の「学部生活(宿泊学習




















アーチファクトを除いた、対象児 A と対照児 B で
計測された一日ごとの数値全てにおける心拍数の度
数分布を求め、図 1 に示した。なお、両児の全日デ
ータが入手された 7 月 15 日のデータのみを示した。

























































図 1 7 月 15 日における心拍数の度数分布(上図：
対象児 A、下図：対照児 B) 
月/日 6/24 7 / 8 7 / 1 5 平均
対 象 児 A、
平 均 心 拍
83.5 85.1 92.7 87.1 
対 照 児 B、
平 均 心 拍
79.5 79.8 93.2 84.2 
対 象 児 A、
標 準 偏 差
6.3 6.7 3.8 5.6 
対 照 児 B、
標 準 偏 差
7.3 6.6 4.2 6.0 
月/日 5/ 1 3 7 / 8 7 / 1 5 平均
対 象 児 A、
平 均 心 拍
128.5 117.6 122.2 122.8 
対 照 児 B、
平 均 心 拍
125.9 124.2 126.4 125.5 
対 象 児 A、
標 準 偏 差
20.5 18.7 16.7 18.6 
対 照 児 B、
標 準 偏 差
28.8 30.3 27.4 28.8 
月/日 5 / 1 3 7 / ８ 7 / 1 5 平均
対象児 A、最大値 160 154 163 159 
対照児 B、最大値 190 186 193 189.7 
対象児 A、最小値 87 86 91 88 
対照児 B、最小値 88 90 89 89 
対 象 児 A 、 差 73 68 72 71 
対 照 児 B 、 差 102 96 104 100.7 
月/日 6 / 24  7 / 8 7 / 15  平均
対象児 A、最大値 108 102 110 106.7 
対照児 B、最大値 107 107 104 106 
対象児 A、最小値 70 68 83 73.7 
対照児 B、最小値 62 66 84 70.7 
対 象 児 A、 差 38 34 27 33 
対 照 児 B、 差 45 41 20 35.3 
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対象児 A は全時間中 70~79 が 0.09％(20 秒)、
80~89 が 3.80％(14 分 10 秒)、90~99 が 29.82％(1
時間41分 10秒)、100~109が 48.35％(3時間15秒)、
110~119 が 13.10％(48 分 50 秒)、120~129 が 1.39％
(5 分 10 秒)、130~139 が 0.96％(3 分 35 秒)、140~149
が1.77％(6分35秒)、150~159が0.69％(2分35秒)、
160~169 が 0.04％(10 秒)であった。一方、対照児 B
は 60~69 が 0.04％(10 秒)、70~79 が 1.92％(7 分 30
秒)、80~89が 10.29％(40 分 15秒)、90~99が 27.62％
(1 時間 48 分)、100~109 が 35.88％(2 時間 10 分 20
秒)、110~119 が 14.75％(57 分 40 秒)、120~129 が
5.18％(20 分 15 秒)、130~139 が 1.64％(6 分 25 秒)、
140~149 が 0.32％(1 分 15 秒)、150~159 が 0.45％(1
分 45 秒)、160~169 が 0.40％(1 分 35 秒)、170~179
が 0.58％(2分 15秒)、180~189が 0.79％(3 分 5秒)、
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